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図　面　リ　ス　ト

Ｍ－ １５

図 　　 面　 　リ 　　ス 　　 ト

図 　　 面　 　リ　 　ス 　　 ト

図面 番号 図 　　　 面　 　　 名　　 　称 縮 　　 　尺 備 　　 　　考

Ｍ－ ０１ NOSCALE

Ｍ－ ０２ 特 　記 　仕 　様　 書

Ｍ－ ０３

Ｍ－ ０４

Ｍ－ ０５

Ｍ－ ０６

Ｍ－ ０７

Ｍ－ ０８

Ｍ－ ０９

Ｍ－ １０

Ｍ－ １１

NOSCALE

Ｍ－ １２

Ｍ－ １３

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

Ｍ－ １４

Ｍ－ １６

Ｍ－ １７

Ｍ－ １８

Ｍ－ １９

Ｍ－ ２０

Ｍ－ ２１

機 械設 備系 統図

配 　置 　図

機 　器 　表

器 　具 　表

凡 　　 　例

１ ：２ ５０

Ｍ－ ２３

Ｍ－ ２４

Ｍ－ ２５

Ｍ－ ２６

Ｍ－ ２７

Ｍ－ ２２

１ 階平 面図 （消火 設備 ） １ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：２ ００

１ ：５ ０

１ 階平 面図 （空調 設備 ）

２ 階平 面図 （空調 設備 ）

１ 階平 面図 （換気 設備 ）

２ 階平 面図 （換気 設備 ）

１ 階平 面図 （給排 水衛 生設 備）

２ 階平 面図 （給排 水衛 生設 備）

１ 階便 所詳 細図

２ 階便 所詳 細図

１ ：５ ０

１ ：５ ０

１ 　階 　詳 　細　 図　 (１ )

１ ：２ ００２ 階平 面図 （消火 設備 ）

NOSCALE消 火設 備系 統図

受 水槽 詳細 図 １ ：３ ０

１ ：３ ０受 水槽 配管 詳細図

NOSCALE空 調負 荷補 正選定 表－ １

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

空 調負 荷補 正選定 表－ ２

空 調負 荷補 正選定 表－ ３

塩 ビ桝 標準 図

１ ：２ ００１ 階平 面図 （自動 制御 ）

計 装図 （自 動制御 ） NOSCALE



●　既存消火栓ポンプユニットの使用　　　　○　新　設●
消
火
設
備

●
給
湯
設
備

給湯方式● ●　局所給湯　○　中央給湯方式　○　深夜電力利用給湯機方式

弁類●

配管材料● ●配管用ステンレス鋼鋼管　ＳＵＳ304

ＪＩＳ又はＪＶ（○５Ｋ　　　　●１０Ｋ　　（図示部分））

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

●　消火栓ポンプ

建物導入部配管● 標準図　施工４の　○（ａ）　○（ｂ）　●（ｃ）　による。

（標準図は、給水設備項を参照の事）
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002
特記仕様書

工事設計図

Ⅰ．工事概要

仕様書

５．設備概要

●無

階　　数建　物　名　称

１．工事場所

４．指定部分 ○有（　　　　　　　　　　　　　工期：平成　　　年　　　月　　　日）

３．工事種目（●印を付けたものを適用する）

２．建物概要

構　造 備　考

特定の施設

（㎡）

16 項（ロ）

別表第一
消防法施行令延べ面積

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

工　事　種　目

建物別及び屋外

●　消火栓設備

●　排水通気設備

●　給湯設備

●　給水設備

●　衛生器具設備
屋　内 屋　外

一式

一式

一式

一式

一式

工　　事　　種　　別

排水方式：建物内汚水・雑排水分流方式とし、屋外汚水管系において合流水する。　　　　　　　　　　　　　

雨水は分流配管とし、敷地内雨水系に放流する。

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１） 特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事
標準仕様書（平成２２年版）及び公共建築改修工事標準仕様書（平成２２年版（機械設備工事編））
並びに国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の公共建築設備工事標準図（平成２２年版

（２） 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を

適用し、下記の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、電気設備工事の特記仕様書、

建築工事の工事仕様は建築工事の特記仕様書による。

２．特記仕様

　章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

●
●
一
般
共
通
事
項

機材等

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　（３）安定的な供給が可能であること。

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　（１）機材等が所要の品質・性能を確保し、試験データが整備されていること。

設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ及び

ＪＡＳマーク表示のない機材及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

○設ける○設けない

なお、これらの機材を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを

監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

電気保安技術者 ○適用する ○適用しない

○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）技能士の適用●

○

○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）○熱絶縁施工（保温工事）

○ 監督員事務所

　は防凍保温を行う。その仕様は標準仕様書第２編３．１．４及び３．１．５とする。　　　　

（機械設備工事編））による。

ものとする。

● ダクト

○ 煙道

機器●

●
空
気
調
和
設
備

● 設計用温湿度

冬期

夏期

-2.1℃

35.7℃

温度（DB）

外気

35.0％

50.0％

湿度（RH）

22℃

26℃

温度（DB）

成り行き

成り行き

一般系統

湿度（RH）

℃

℃

温度（DB）

％

％

湿度（RH）

℃

℃

温度（DB）

％

％

湿度（RH）

屋　　　内

●低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

　○アングルフランジ工法）とする。

●　空冷式マルチ型ヒートポンプエアコン

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

　●スパイラルダクト（図示部分）

● チャンバー

○高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ 風量測定口 取付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

　　

○ ダンパー

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

（１）防煙ダンパー　　　　復帰方式（○遠隔　○　　　　）

（２）ピストンダンパー　　復帰方式（○遠隔　○　　　　）

　　　　　　　　　　　　　定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

（２）空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び

風道系で消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

●積極的に活用すること

● 工事用仮設物 構内につくることが ○できない●できる

● 足場・さん橋類 ●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

○本工事で設置とする。

● 残土処分

　　　○外部仮設足場等（○　　　　種　○　　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　　種　○　　　　種）

○埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

○改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。

○現場説明書による。　　　　　●場外処分とする。

○ 埋め戻し土・盛土 ○根切り土の中の良質土（ただしコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）○山砂の類

● 工事写真 建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改定第２訂版）建築設備編」による。

○ 案内板 機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に

設ける。案内板の大きさは、約　０.５㎡とする。

○室内気流及びじんあいの測定　●その他監督員の指示する項目　○別途とする。

●本工事（調整項目は下記のものとする。）　　　● 総合調整

●風量調整　●水量調整　●室内外空気の温湿度の測定　●騒音の測定

　●消音フレキ（図示部分）

ドレン配管勾配● ●　屋内ドレン管の排水勾配は1/50以上とする。

○ 温度計 取付け箇所は図示による。

○ 圧力計 取付け箇所は図示による。

○ 瞬間流量計 コック付とし、取付け箇所は図示による。

○ 油面制御装置 制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油

ポンプ制御　○減油警報　○　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロート

スイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

● 保温及び消音

内貼り

● 冷媒配管支持間隔 ●　冷媒配管支持架台間隔は、図面上での特別な記載がない限り1500mm間隔に設置する

    ものとする。

○ ドレンポンプ装置 ○　ドレンポンプ装置の設置に当たっては、スラブよりの吊りボルトに支持し、直接天井

    仕上げ材、軽天金物等に接触しない様に設置する。

●還りダクトの保温（厚さ２５ｍｍ）範囲は、保温・塗装項参照

●外気ダクトの保温（厚さ２５ｍｍ）範囲は、保温・塗装項参照

　の項による。

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、共通仕様書第２編３．１．４の膨張管

○建物内の空気抜き管の保温は、共通仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

○　厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、共通仕様書より１ランク厚いものを使用する。

○給水装置

○防災設備

● 電源周波数

● 容量等の表示

耐震措置●

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

●５０Ｈｚ　　　　○６０Ｈｚ

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針

１９９７年版」により行う。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平

震度ＫＨ及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ／２）を用いて計算する。

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設計用水平震度

屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

上層階

耐震安全性の分類

一般の施設

一般機器重要機器

特定の施設

一般機器重要機器

設置場所

＜１．５＞

（１．０）

１．０

＜１．５＞

（１．５）

１．５

＜２．０＞

２．０

（２．０）

（１．０）

０．６

＜１．０＞

（１．５）

１．０

＜１．５＞

（２．０）

１．５

＜１．０＞

１．５

（２．０）

＜１．５＞

１．０

（１．５）

＜１．０＞

０．６

（１．０）

＜１．０＞ ＜０．６＞

（０．６）

０．４

＜０．６＞

（１．０）

０．６

１．０

（１．５）

１．０

（注）(　　)内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　<　　>内の数値は水槽類に適用する。

　中間階とは地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

重要機器は次のものを示す。

※上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建

　の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階

○火を使用する設備

○換気機器○排水装置

○監視制御設備 ○危険物貯蔵装置
○避難経路上に設置する機器 ○

●空調機器 ○熱源機器

溶接部の非破壊検査　　　○不要　　○要（現場監督員の指示による）
○屋外露出部（○給水管　○消火管　○膨張管　○ドレン管　○　　　　○弁類を含む）

● 電線類 電線及びケーブルの規格は共通仕様書第４編２．４．１表４．２．１２による。

はつり●

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。施工図等の取扱い●

吊り及び支持金物● （●屋外　●地下ピットトレンチ）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製

○下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。施工調査○

事前調査

　　　　　調査方法　　○図示　　○

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査項目　　○

（ＳＵＳ３０４）とする。

本工事は電子納品対象工事とする。電子納品●

提出書類●

 ●電子納品の範囲は、工事写真及び営繕課｢完成図書作成・提出要領｣による。但し、

　山梨県県土整備部営繕課電子納品要領（最新版）に準拠する必要はない。

※設計図ＣＡＤデータは貸与する。

留意事項●

※貸与するＣＡＤデータを当該工事における施工図又は完成図作成の為以外に

使用してはならない。

（１）　保温・塗装は標準仕様書に基づき施工すること
（２）　機器はグリーン購入法適合品とする。
（３）　暴力団等から不当要求及び工事妨害の排除

　　　　１）　請負者は、工事施工に当たり、暴力団等からの不当要求及び工事妨害を

　　　　　　　受けた場合は、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署

　　　　　　　に届け出を行い、捜査上必要な協力を行うこと。

　　　　２）　この場合に措いて、工程等を変更せざるを得なくなった時は、速やかに

　　　　　　　発注者と協議すること。

　　　　３）　請負者が１）の報告を怠った場合は、「山梨県建設工事に係る指名停止等

　　　　　　　措置要領」に基づき指名停止措置を行うこととする。

（４）　１）　請負者は、工事の施工にあたり、使用する車両及び建設機械等の燃料

　　　　　　　として、不正軽油を使用してはならない。

　　　　２）　請負者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力

　　　　　　　しなければならない。

（５）　廃棄物の県内最終処分場での優先処理

　　　　１）　請負者は、本工事でリサイクル出来ない廃棄物（中間処理施設へ

　　　　　　　持ち込めない物）は、県内最終処分場での優先処理に努めるものとする。

（６）　下請施工体系図の作成及び提出

　　　　２）　請負者は、本工事で１）で処理する廃棄物及びメーカー等が回収する

　　　　　　　廃棄物以外の廃棄物は県内中間処理施設での優先処分に努めるものとする。

　　　　「山梨県暴力団排除条例の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的

　　　　として、受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、

　　　　末端の下請負者まで反映させた「下請施工体系図」を作成し、遺憾・誤謬が無い

　　　　よう記載内容を十分確認の上、延滞なく監督員へ提出するものとする。

　　　　また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

　　　　するものとし、延滞なく監督員へ提出するものとする。

　　　　なお、提出は打合せ簿によるものとする。ただし、メールによる提出も可能な

　　　　ものとし、この場合は、後日、打合せ簿を提出するものとする。

（７）　工事施工に必要な官公庁その他への手続きは、請負者の負担において延滞なく

　　　　行うこと。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

（１）県土整備部営繕課【工事関係提出書類一覧表】による。

使用機器の指定● 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」

（８）　舗装版切断時に発生する濁水処理

　　　　●　舗装版切断時に発生する濁水は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に

　　　　基づき原則として収集し処分業の許可を取得している中間処理施設等へ運搬し

　　　　処分するものとする。また、産業廃棄物管理表（マニフェスト）により適正に

　　　　処理し、監督員に提示するものとする。

　　　　現場条件等により濁水の収集が困難な場合は、監督員と協議するものとする。

　　　　●　振動規制法に関わる｢特定施設設置届出書｣を着工３０日前までに届け出る事。

　　　　●　騒音規制法に関わる｢特定施設設置届出書｣を着工３０日前までに届け出る事。

●騒音測定場所（屋内機全て、屋外機全て、直近敷地境界線）

●室内騒音目標値　　室用途別の室内騒音に関し、会議・応接室２等級とする。

Ｎ－４０（騒音等級） ４０（dB（A））（騒音レベル）

○制御ケーブルは保温筒へ鉄線等で固定する事（ピッチ２．０ｍ）

○屋外露出部において、図面指定部分は、スリムダクトを用い、保温仕様は、室内隠蔽と同等とする。

●
換
気
設
備

● ダクト ●

○ 風量測定口

○ ダンパー

○ 排気ダクトのシール

○ チャンバー

○　高圧ダクト（適用範囲は図示による。）

●　スパイラルダクト

○　フレキダクト

取付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

空気調和設備の当該項目による。

    フランジ工法とする。

低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが1500mm以下の部分）○アングル

●　消音フレキ

● 保温 ●全熱交換ユニット用ダクトの保温（厚さ２５ｍｍ）

●
衛
生
器
具
設
備

○

衛生器具付属水栓● 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

図示の箇所に取付ける。満水試験継手○

インバート桝●

● 放流納付金等 ○要（○別途工事　○本工事）　●不要

ため桝

●塩ビ桝とする。桝のＰＣ口環のコンクリート部は工場製品としてもよい。

台所流し等の床上部分の配管は、硬質塩化ビニル管直接接続とする。

（１）屋　　　内　　　ピット内配管　　●硬質塩化ビニル管●
排
水
設
備

配管材料●

　　　　　　　　　　　ピット内通気管　●硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　　天井・ＰＳ内　　●耐火二層管

（２）屋　　　外　　　第一桝まで　　　●硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　　桝　　間　　　　●硬質塩化ビニル管

洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。●

○

○ 表記板

洗面器● 手洗器は止水栓付とする。

○取付箇所（○大便器　○小便器）　　材質（○　　　　）

小便器自動洗浄
装置

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は４Ｌ/回以下とし、使用状況により

洗浄水量を制御できるものとする。

●
給
水
設
備

弁類●

配管材料●

保温○

ＪＩＳ又はＪＶ　●水道直結部分（●１０Ｋ　　○　　　　）

量水器桝及び弁桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

（１）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による。

　　　（○内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　○　　　　　　　　　　　　）

（３）その他の一般配管　　　　　●配管用ステンレス鋼鋼管　SUS304

○ 水栓 ○台所流し用の水栓は泡沫式とする。

○水抜栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。但し、

○ 量水器桝 ○水道事業者指定品（○新設　○貸与品　○買い取り）　○既設品

○ 量水器

　屋内は固定こま式とする。

（２）地中埋設配管　　　　　　　●屋外　ＨＩＶＰ　　　○屋内　ＶＤ

GL

（　平　面　）（　立　面　）

（屋内）（屋外） （屋内）（屋外）

引込納付金等● ○要（○別途工事　○本工事）　●不要

（c）　スリークッション

外壁貫通部固定外壁貫通部固定

　　　　　　　　●その他の部分（●　５Ｋ　　○１０Ｋ　）

●ステンレス配管を使用する場合は、JV-8に準拠するものとする。

○ 水栓柱 ○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

● 管の埋設深さ 原則として、一般敷地は（●６０ｃｍ　○　　ｃｍ）

構内道路は（７０ｃｍ　○　　ｃｍ）以上とする。（凍結震度　ＧＬ－６００）
○鋼板製高置タンクの保温

○鋼板製受水タンクの保温

建物導入部配管● 標準図　施工４の　○（ａ）　○（ｂ）　●（ｃ）　による。

建築物遠入部の変位吸収配管要領

○親メーター（○貸与品既設　○　　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

大便器耐火カバー ○設ける（ピット内は除く）　　●設けない

大月短期大学新校舎建設

機械設備

山梨県大月市

給水方式：既存給水管よりの新設受水槽、給水ポンプユニット介した加圧給水設備とする。

屋外汚水配管は、既設汚水配管に接合し、公共下水道に放流する。

空調方式：空冷式ガスヒートポンプパッケージエアコン及び地中熱利用ヒートポンプシステムとする。

換気方式：全熱交換式換気扇　　　,第三種機械換気設備　　　　　　　　　　
消火方式：新設消火栓ポンプによる屋内消火栓の設置　　　　　　　　　　　

　　　

○　厨房機器設備

●　換気設備

●　冷暖房設備 一式

一式

●　自動制御設備

●　地中熱設備
　　　

一式

一式

●　ガス設備

○　床暖房設備

○　濾過設備

○　排水処理設備

○　既設撤去改修工事

○

一式

冷　媒　管　保　温　施　工　仕　様　要　領　図

2.ビニールテープ

1.架橋ポリエチレンフォーム保温筒

保 温 の 種 類

機械室内露出部

その他いんぺい部

屋外ラッキング内

天井内・ＰＳ内

施 工 個 所 施　工　要　領

ビニールテープ

冷媒管

保温筒
制御ケーブル等

※　但し室内露出全熱交換型換気扇（外壁側）ダクト保温厚さは25m/mとする。

●
保
温
・
塗
装

区 　 　 分
施 工 箇 所

機械室　倉庫 天井内　ＰＳ内 床下　暗渠内 屋内露出 屋外露出 備　　考

保温ヶ所

天井扇

給気ファン排気ファン全熱交換型換気扇

ド レ ン 管

下 図 参 照全熱交換型換気扇外壁側

全熱交換型換気扇室内側

保 温 無 し

下 図 参 照

a・（ﾊ）・Ⅶb・（ﾊ）・Ⅶ

N・（ﾛ）・Ⅹ

N・（ﾛ）・Ⅹ

N・（ﾛ）・Ⅹ

N・（ﾛ）・Ⅹ

c2・（ﾊ）・Ⅶ

給 水 管

給 湯 管

消 火 管

ガ　ス管（白鋼管）

ドレン管（白鋼管）

機　　材

塗　　装

備　　　考

下塗りは、エッチングプラマー処理を施す

下塗りは、エッチングプラマー処理を施す１１１屋外露出

１１１

上塗り中塗り下塗り塗装の種類

屋外露出

状　　態

調合ペイント

調合ペイント

外壁接合部位及び

外壁取付チャンバー部

制御ケーブル等
保温筒

冷媒管

ステンレスラッキング

3.シーリング

2.ステンレスラッキング

1.架橋ポリエチレンフォーム保温筒屋外露出部

ｂ・（ハ）・Ⅴ

ｅ３・（ハ）・Ⅴ

ｄ２・（ハ）・Ⅴ ａ・（ハ）・Ⅴ ｅ３・（ハ）・Ⅴｃ２・（ハ）・Ⅴ

ａ・（ロ）・Ｉｃ２・（ロ）・Ｉ

塗装

ｂ・（ハ）・Ⅴ ｃ２・（ハ）・Ⅴ ｄ２・（ハ）・Ⅴ ｅ３・（ハ）・Ⅴ

冷
　
　
　
媒
　
　
　
管

改修内容

○冷媒の回収は別途とする。

取外し再取付け

○
既
設
改
修
工
事

○

○

○改修内容は図示による。

○図示による機器の取外し再取り付けを行う。

発生材の処分方法 ○引き渡しを要するものは、金属類（○機器　○ダクト　○配管　○その他の金物）,

（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○特別管理産業廃棄物は（○フロン　　　○産業廃棄物　○　　　　　　）とする。

　○　フロンは破壊処理を行いその証明書を提出することとする。

○再生資源化を図るもの（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○発生材の処分は別途とする。

○

　○　その他撤去した物は産廃処分とする（撤去再取付け発生廃棄材）。

●ガス供給業者責任施工とする施　　工●

　都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。● 配管材料

●
３

ガス種別

●液化石油ガス

○都市ガス（供給者名：　　　　１３Ａ　　　　　　　発熱量　　　　　　ＭＪ／ｍ）

　液化石油ガス　（１）一般　ガス事業者の供給規定による。

　　　　　　　　（２）地中　ガス事業者の供給規定による。

●
ガ
ス
設
備

● バルク装置 供給業者貸与品とする

○ 転倒防止等 標準図　施工６８の（○（ａ）　○（ｂ））による。

メーター● ●親メーター（●貸与品　○　　　　　）　子メーター（○買い取り　　　　　　　）

● ガス漏れ警報器 ○本工事（図示による）　●別途工事

●要　○不要　○既設再使用● 緊急遮断装置

○要　○不要電気防食○

引込負担金等○ ○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

断熱ヶ所 断熱ヶ所 断熱ヶ所 断熱ヶ所 断熱ヶ所

※　全ダクト・ロックウール断熱

2483.958木　造 地上２階校　舎　棟



P-23LG（参考）

● 軸 流 送 風 機

15．ビルトイン型は防振吊金物付きとする。

天カセ４方向

0.056

0.056

0.056

0.056

0.056

0.056

0.056

0.056

0.056

No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

M-
Ａ２：1/50

使用蒸気圧力
記　号 形　　式

備　考

種　　　別

名　　称 記　号 仕　　　　　様
電　動　機

台数
相 Ｖ 極ｋＷ

備　　　　　　　　　　　　考

(注)　記載事項の適用について
　　　●印のものを適用し､○印のものは適用しない｡

B
－
－

－

電動機
台数

ｋＷＶ相
燃料消費量燃　　　料 制　御　方　式　

○
 
ボ
イ
ラー

3

定格出力

(ｋW)

最高使用水頭

(ｍ) (kPa)

最高使用圧力 温水出口温度

（℃) (kPaG)

缶内保有水量

　 （）

○都市ガス 　○灯　油 ○オンオフ　○ハイロー　○比例     /h ，    m (N)/h3○鋳鉄製　○鋼製 ○温水　○蒸気

以下のものは簡易ボイラーとする｡
2

記　号 備　　　　　　考仕　　　　　　　　　　　　　　　様 台　数

 T F －

空 気 調 和 設 備 機 器 表

１．鋼製は（ ○立形　○炉筒煙管　○ 　　　　　　）とする。

２．都市ガスの発熱量は　　　　ＭＪ/ｍ(N)とし、供給圧力は　　　　Ｐａとする｡

３．水頭圧 98kPa 以下の温水ボイラーで､伝熱面積４ｍ

４．給湯用簡易ボイラーのガスバーナーは強制燃焼形とする｡

５．ばい煙濃度計の電源用端子（二次側）を（ ○設ける　○設けない）

７．運転時間表示用端子（ ○不要 　○要）

８．進相コンデンサー（ ○不要　○要）

１．鉄はしご( ○不要　○　　　)　２．保温( ○要　○　　)

３．内面の防錆は( ○亜鉛ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金溶射　○ 　　　　　　)

６．地震感知器は付属とする｡

●
 
ポ
ン
プ
類

系　　統

備　考 １．暖房能力には補助加熱器の加熱能力を含む｡

２．圧縮機は( ○室内形　●屋外形)とする｡

３．冷房能力及び暖房能力は JISB8616 による｡

４．冷媒はオゾン層破壊係数 ０ のものとする｡

５．電気ヒーター及び加湿器を組込む場合は､送風機とインタ ーロックする｡

６．屋内､屋外ユニット間の電気配線(アース共)は製造者の標準とし、付属とする。

７．冷媒配管及び保温の仕様は製造者の標準とし、付属とする。

８．進相コンデンサー（ ○不要　○要）
９．運転時間表示用端子（ ○不要　○要）

10．屋内ユニットの基礎は( ○標準基礎　○　　　　)とする｡ただし圧縮機屋外形は不要とする｡
11．屋外ユニットの基礎は( ○標準基礎　○防振基礎)とする｡
12．ＣＯＰ：基準冷暖房平均（冷房）エネルギー消費効率
13．屋内機は全てドレンアップ機構組み込み型とする。

14．屋上設置機は全て、防振架台付きとする。

記　号

記　号

風　量
３

台 備　　　　　考

備　　　　　　　　　　　　考

－
－

－

－
－
－

－
－
－
－
－

　　（ｍ /ｈ） 相

電 動 機

Ｖ ｋＷ 数
系　統

○
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

FR

床　置　形

隠ぺい形 露出形 方向 方向 露出形

天 井 吊 形 カセット形 ローボイ形

台　　　　　　　　　　　　数

隠ぺい形 隠ぺい形

FCU ２

３

４

６

８

FIH CR CIS CK-  CK-  FRL FIL

FCU

FCU

FCU

FCU

CID

露出形

１．自己制御型とする

１．フィルタの予備は５０％以上とする｡（枠共）

２．運転表示灯の予備は５０％とする｡（発光ダイオードを除く）

３．天吊形及びカセット形のスイッチは付属品とする｡

４．隠ぺい形の運転表示灯は見やすい位置に設ける｡

５．隠ぺい形の吹出口(天吊形は吸込口共)は付属品と( ○する　○しない)

６．カセット形以外の吹出口は（ ○ユニバーサル＜ＶＨ＞形　○製造者標準）とする。

●
そ
の
他

●電気パネルヒーター（ ●ＳＵＳ製　○鋼板製）　 ○立形　●横形 1 200

1  ●地上型　（ジョッキポンプ付） 50 3 200 2.2 吐出容量　25㍑/MIN　全揚程100ｍ

 ○ＨＳ　　　　○ＨＣＨ  架台高さ　　Ｈ＝　　ｍ

 ●埋込　　○露出 付属品一式 １．警報装置( ○不要　●要　　) ２．材質( ●鋼板　○ＳＵＳ　)

 TWS －

003

記　号 形　　　　　式 設　置　形　式
（ｋＷ）

風  量

(m３（ｋＷ）

冷房能力 暖房能力
台数

相 Ｖ Ｖ相 　ｋＷ

送風機（室内）

 　ｋＷ

消費電力

 　ｋＷ
系　統

3 200地中熱ヒートポンプマルチ屋外機

熱源水量

㍑/min

圧縮機機（屋外）

○地中熱形　○ヒートポンプ形

８．進相コンデンサー（ ○不要　○要）

９．運転時間表示用端子（ ○不要　○要）

10．屋内ユニットの基礎は( ○標準基礎　○　　　　)とする｡ただし圧縮機屋外形は不要とする｡

11．屋外ユニットの基礎は( ○標準基礎　○防振基礎)とする｡

12．ＣＯＰ：基準冷暖房平均（冷房）エネルギー消費効率

13．ウィークリータイマーによる自動運転（●　あり　○なし）

３．冷房能力及び暖房能力は JISB8616 による｡

４．冷媒はオゾン層破壊係数 ０ のものとする｡

５．電気ヒーター及び加湿器を組込む場合は､送風機とインタ  ーロックする｡

６．屋内､屋外ユニット間の電気配線(アース共)は製造者の標準とし、付属とする。

７．冷媒配管及び保温の仕様は製造者の標準とし、付属とする。

２．圧縮機は( ○室内形　●屋外形)とする｡

１．ガス種は( ○１２Ａ　○１３Ａ　●ＬＰＧ)とする｡

正面前方１ｍ高さ１ｍにおける値とする※1：

※2： JIS規格に準拠し無響室にて測定した値とする。

正面前方１ｍ下方１ｍにおける値とする※3：

※4：冷房、及び暖房能力及び電気容量はJISB8627条件にて運転した値とする。

　　　冷房能力:室内側吸込温度27℃DB、19℃WB、室外側吸込空気温度35℃DB

　　　暖房能力:室内側吸込温度20℃DB、室外側吸込空気温度7℃DB、6℃WB

14．集中型リモコン対応型とする。
15．臭気低減型とする。

備　考

記　号 形　　　　　式
（m

風　量

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形

－
－

○冷房専用形　●ヒートポンプ形

○冷房専用形　●ヒートポンプ形

冷房能力

（ｋＷ）

暖房能力

（ｋＷ）

屋外機

設置形式 屋内機形式

GHP

３ /m）

GHP 850 屋外機 85.0 95.0 570

710 屋外機 71.0 80.0 520

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形710 屋外機 71.0 80.0 520

○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋外機450 45.0 50.0 360

GHP

GHP

－GHP

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機90AGHP 9.0 10.0 天カセ４方向 23.5

燃料消費量（kg/h）

冷房時 暖房時

67.6kW 62.0kW

51.2kW 48.2kW

51.2kW 48.2kW

33.6kW 31.8kW

送風機（室内） 送風機（屋外）

相 Ｖ Ｖ相 　ｋＷ  　ｋＷ

2003

2003 0.37*3

2003 0.37*3

2003 0.37*3

2003 0.37*2

2001

Ｖ相

消費電力

 　ｋＷ

200

200

200

1.560

1.160

200 1.160

200

3

3

3

3

3 0.860

1 200

(Pa)

機外静圧 騒音値

38

（ｄＢ）
備　　考

（GHP-1系）

台数

（GHP-3-1系）

（GHP-3-2系）

（GHP-2-2系）

重量

（kg）

27.5 講堂（昇降装置付）

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機90AGHP 9.0 10.0 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.5 講堂（昇降装置無）3

6

1

1

1

1

1

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機90AGHP 9.0 10.0 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.5 3

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機90AGHP 9.0 10.0 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.5 3

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.580A 8.0 9.0 0.066

0.093

0.093

0.093

0.093

2

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.580A 8.0 9.0 0.066 2

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 天カセ４方向 23.5 2001 1 200 38 27.58.0 9.0 0.066 2

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 天カセ４方向 2001 1 200

80A

56A 5.6 6.3 16.0 0.052 32 25.0

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 天カセ４方向 2001 1 200 256A 16.0 0.052 32 25.05.6 6.3

58 890*2

63 1100

1070

1070

880

61

58

61

20011 200GHP 屋内機○冷房専用形　●ヒートポンプ形－
－

○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 2001 1 200 0.0525.6 6.3

●
空
冷
式
ガ
ス
ヒー

ト
ポ
ン
プ
パ
ッ
ケー

ジ
形
空
気
調
和
機

GGHP-450 ●マルチ屋外機　○マルチ屋内機 45.0 50.0 13.84.87*2160

○マルチ屋外機　●マルチ屋内機 2001天井カセット４方向吹き出し●地中熱形　○ヒートポンプ形 5.6 6.0

○マルチ屋外機　●マルチ屋内機 2001天井カセット２方向吹き出し●地中熱形　○ヒートポンプ形

2.52.2○マルチ屋外機　●マルチ屋内機 2001●地中熱形　○ヒートポンプ形

GGHP-56A

GGHP-45B

GGHP-22B 天井カセット１方向吹き出し

4.5 5.0

図書室

学生自習室１3.0

6.0

●
地
中
熱
マ
ル
チ
型
パ
ッ
ケー

ジ
空
気
調
和
機

記　号 形　　　　　式 設置形式

屋外機

屋内機

－

１．暖房能力には補助加熱器の加熱能力を含む｡ ８．進相コンデンサー（ ○不要　○要）

２．圧縮機は( ○室内形　○屋外形)とする｡ ９．運転時間表示用端子（ ○不要　○要）

３．冷房能力及び暖房能力は JISB8616 による｡ 10．屋内ユニットの基礎は( ○標準基礎　○　　　　)とする｡ただし圧縮機屋外形は不要とする｡

４．冷媒はオゾン層破壊係数 ０ のものとする｡ 11．屋外ユニットの基礎は( ○標準基礎　○防振基礎)とする｡

５．電気ヒーター及び加湿器を組込む場合は､送風機とインタ  ーロックする｡ 12．ＣＯＰ：基準冷暖房平均（冷房）エネルギー消費効率

13．ウィークリータイマーによる自動運転（●　あり　○なし）６．屋内､屋外ユニット間の電気配線(アース共)は製造者の標準とし、付属とする。

７．冷媒配管及び保温の仕様は製造者の標準とし、付属とする。

備　考

－EHP 71B

（ｋＷ）

冷房能力 暖房能力

（ｋＷ）
屋内機形式

消費電力加　湿 圧　縮　機 送風機（室内） 送風機（屋外）
台数

 　ｋＷ  　ｋＷ  　ｋＷ  　ｋＷ  　ｋＷ方式 相 Ｖ 相 Ｖ 相 Ｖ 相 Ｖ

風　量
３（m /m）

機外静圧

(Pa)

重量

（kg）

騒音値

（ｄＢ）
備　　考

屋外機

屋内機
－EHP 22D

－
－
－
－
－

●
 
パ
ネ
ル
ヒー

ター

SEH 1250 1075

熱　量

(Kcal/h)
形　　　式　　形　　　状

1440L*85W*260H NBS-1250（参考品番　ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ） 2 １階便所

●電気パネルヒーター（ ●ＳＵＳ製　○鋼板製）　 ○立形　●横形 1 20010751440L*85W*260H NBS-1250（参考品番　ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ）1250SEH ２階便所1
２．熱媒水溶液ヒーター型とする

SEH ●電気パネルヒーター（ ●ＳＵＳ製　○鋼板製）　 1440L*85W*260H （参考品番　ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ）NBS-1250 ○立形　●横形 1075 1 200

SEH ●電気パネルヒーター（ ●ＳＵＳ製　○鋼板製）　 1440L*85W*260H （参考品番　ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ）NBS-1250 ○立形　●横形 1075 1 200 ２階便所

1000

1000

1.00

1.00

１階便所3

5

1.25

1.25

－ 1440L*85W*260H （参考品番　ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ）NBS-1250

○
空
冷
式
パ
ッ
ケー

ジ
形
空
気
調
和
機

○冷房専用形　○ヒートポンプ形

○冷房専用形　○ヒートポンプ形

（GHP-2-1系）1120 112.0 126.0 380×2 43.3kW×2 41.0kW×2 0.37*4 1.00*2

一般教室－Ａ

一般教室－Ｂ

コース別教室（１）

大会議室

高校記念室1

学生自習室2－ 56A

56B 5.6 6.3 天カセ２方向 12.0

16.0 0.056

0.020 0.118 34

32

40.5

25.0

学生ラウンジ－２　4

屋内機GHP 2001 1 200○冷房専用形　●ヒートポンプ形45A 4.5 5.0 天カセ４方向 15.0 0.056 0.047 31 25.0 2 学生談話室

20

/m)

0.058 0.04

14.5 0.035 0.10

8 0.035 0.05

○電気パネルヒーター（○ＳＵＳ製　○鋼板製）　 ○立形　○横形

H1350×W750×D180 ６

名　　　称

●消火用充水タンク

○ ヘ　ッ　ダ　ー

●屋内消火栓箱

3記　号
相

仕　　　　　様 電  動  機

静圧　Ｐａｍ /h呼称 極Ｖ 　ｋＷ
許容騒音値
(ｄＢ(Ａ)) 台数形　　　式 設置方法

●
送
風
機
類

系統名　　　称

     －
     －
     －

●軸 流　   ○斜 流 BFS ○床置形　●天井吊形 1 10080 φ200 800 108 0.244 41.0

羽径

HEX － 65B

記　号 形　　　式 設置方法

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 

ｍ /h3 静圧 Ｐａ

仕　　　　　様

相 Ｖ 　ｋＷ
熱交換率
(％) 台数 系統

許容騒音値
(ｄＢ(Ａ))

φ200 650 １ 100

名　　　称

● 全熱交換型換気扇

閉架書庫系統

12

1.0

0.395

消費電力

160 53.0 67.5 講堂系統

備　　　　　　　　　　考基礎

１．ダクト接続用フランジを付属とする｡

２．床置形は標準基礎とする｡

３．電動機の周囲温度は４０℃とする。

備　　　　　　　　　　考

１．ダクト接続用フランジを付属とする｡

２．床置形は標準基礎とする｡

３．電動機の周囲温度は－２０～６０℃とする。

４．リモコン付とし、電気工事に支給とする。

学生自習室（パソコン室）

形　　　式
mmφ ｍ /h3 静圧 Pa

仕　　　　　様

相 Ｖ 極

電  動  機
台数 系統 備考

○普通形　○圧力形　●天井埋込形

　Ｗ

○ｼｬｯﾀ-(○風圧○電気○連動) ○ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(●ｽﾃﾝﾚｽ製○鋼板製) ●防虫網 ○保護ｶﾞｰﾄﾞ ○取付枠(○温度ｽｲｯﾁ本体ＳＵＳ　)φ150 1 100 便所他

○普通形　○圧力形　●天井埋込形 ○ｼｬｯﾀ-(○風圧○電気○連動) ○ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(●ｽﾃﾝﾚｽ製○鋼板製) ●防虫網 ○保護ｶﾞｰﾄﾞ ○取付枠(○温度ｽｲｯﾁ本体ＳＵＳ　)1 100φ100 多目的便所他

記　号名　　　称

●  換　気　扇
350 33.0

210 20.0

  HB － 1

記　号名　　　称 規　　　　格 容量 ㍑

記　号 規　　　　格 台　数

台　数 備　　　　　　考

記　号 台　数種　別 仕　　　　　　　　　　　　　　　様

     －

     －
     －

設置場所 設計用水平震度

備　　考

記　号

備　　考

     －

規　　　　格 台　数設置場所 設計用水平震度

  全容量           最大吸収量          最高使用圧力　　　　ｋＰａ T E －

 架台高さ　　Ｈ＝　　ｍ T E －

 TWH － ○ 屋内　○ 屋外 ○1.0　○1.5　○2.0

 ○空調用 ○給湯用

容量　  L   mm W   mm H   mm

容量　  L   mm W   mm H   mm

１．鉄はしご( ○不要　○　　)　２．保温( ○要　○ 　　)

３．内面の防錆は( ○亜鉛ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金溶射　○ｱﾙﾐﾆｳﾑ溶射)

１．基準封入圧力は　　　　ｋＰａとする。

２．溶解栓は( ○要  ○不要)

３．給湯用は標準仕様書第５編 1.4.5 による防錆を施す。

○ 屋内　● 屋外

○ＷＴＦ－　　○ＷＴＳ　－　　○ ＷＴＳＵ－　

○ＴＥ－　　 ○ＷＴＳ　 －　　

１．中仕切板(○要 (位置は　　／  ２とする)　○不要）　　２．ＷＴＳの防錆は(○エポキシ樹脂 乾燥方式(       　　 )(○亜鉛ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金溶射            　　 )）　３．保温（○要　○不要）

４．ＷＴＳＵは、ステンレス鋼板製パネルタンク(○溶接組立型  　○ボルト組立型 ）とする。　５．ＷＴＳＵの容量寸法等の規格は標準図のステンレス製一体形タ  ンクによる。

○0.6　●1.0　○1.5

１．中仕切板(●要 (位置は　　1／  ２とする)　○不要）　　２．ＷＴＳの防錆は(○エポキシ樹脂 乾燥方式(       　　 )(○亜鉛ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金溶射            　　 )）　３．保温（○要　○不要）

1.0

2000 2000ポンプ室

相 ｋＷＶ

電　動　機

名　　　称

名　　　称

名　　　称

○ 密閉形隔膜式

         膨張タンク

○ 膨 張 タ ン ク

○ 高 置 タ ン ク

● 受 水 タ ン ク

呼称20ton○ＷＴＦ－　　　○ＷＴＳ　－　　● ＷＴＳＵ－20

3000

20003000 3500

４．ＷＴＳＵは、ステンレス鋼板製パネルタンク(○溶接組立型  　●ボルト組立型 ）とする。　５．ＷＴＳＵの容量寸法等の規格は標準図のステンレス製一体形タ  ンクによる。

●
タ
ン
ク

製
缶
類

図書館系統
● ボックス付制気口

○床置形　●天井隠ぺい

○床置形　●天井隠ぺい

グリル型制気口

グリル型制気口

VD-23A

VD-23E

φ200

φ200

48

48

P-23LG（参考） 講堂系統

講堂系統

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口

VD-18A

VD-18E

φ150

φ150 P-18GS3（参考）

P-18LG（参考）24

24 図書館系統

コース別教室－１系統

コース別教室－１系統

コース別教室－２系統

コース別教室－２系統

コース別教室－３系統

コース別教室－３系統

コース別教室－４系統

コース別教室－４系統

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150 P-18GS3（参考）

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150 P-18GS3（参考）VD-18A

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）

一般教室－Ａ

一般教室－Ａ

一般教室－Ｂ

一般教室－Ｂ

16

16

16

16

4

4

4

4

8

8

8

8

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E

φ150

φ150 P-18GS3（参考）

P-18LG（参考） 大会議室系統

大会議室系統

8

4

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E

φ150

φ150 P-18GS3（参考）

P-18LG（参考） ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ系統

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ系統

2

2

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口VD-18E φ150

○床置形　●天井隠ぺいグリル型制気口 φ150VD-18A
P-18GS3（参考）

P-18GS3（参考）4

4

閉架書庫系統

閉架書庫系統

記　号 形　　　式 設置方法名　　　称 基礎
許容騒音値

台数(ｄＢ(Ａ)) 参考品番 系　　統 備　　　　　　　　　　考
仕　　　　　様

3 静圧　Ｐａ/hｍ呼称

形　　　式
仕　　　　　様 電  動  機

台数 系統 備考記　号名　　　称
相 Ｖ 極　Ｗ

3

ｍ /ｍ 風速　ｍ/ｓ

 JT－16A

１

2.0 学生自習室２,資料室

● 貯湯式電気温水器
●　ヒートポンプ加温給湯器（エコ給湯）○深夜電力利用電気給湯器 ●　貯湯量　550㍑ ●　中間期標準加熱能力　7.2KW

●　1φ×200V×1.67KW
EH １     － 1 １．使用ガス　○都市ガス　○液化石油ガス

●　即湯機能付き

     －
     －
     －

     －

　　（ ○ボイリング機構）を付属する。

２．●空気ヒートポンプ加熱給湯とする｡

４．貯湯式電気温水器には週間タイマー,空焚防止機能

３．遠隔スイッチを設ける場合は配管配線共本工事とする｡

５．開放式は( ○水圧スイッチ組込)とする｡

0.63ＭＬ/ストローク

●電気容量   単相 100V   15W

吐 出 量 機械構成：本体タンク（100リッター）吐出圧１．０ＭＰａ コントローラーによる間欠運転
1

付 属 品：標準付属品
  KP －1● 薬液注入装置

○ 瞬 間 湯 沸 器

○ 貯 湯 湯 沸 器

熱源装置内蔵型1.0

16．地中熱屋外機には、熱源循環ポンプ、帆給水装置、膨張タンク内蔵型とする。詳細は、別紙仕様書による。

●小形給水ポンプ
　　　 ユニット

2001 給水系統13

　

3.7　40　ｍｍφ　 336.0㍑/min　62.0ｍ

（並列運転）

１．基礎は( ●標準基礎　○防振基礎)とする｡

２．24時間強制ローテーション機能( ○要　○不要) ６.凍結防止ヒーター（●　有　　○　無）　

５．運転方式（○自動単独交互運転　●並列運転　）

 FP　― 1 200 1 屋外消火栓系統3 7.5 １．フート弁( ●要　○不要)　　口径(　　　　) ｍｍφ65
●消火ポンプユニット

２．基礎は標準基礎とする。　３．制御盤は付属とし､フリッカーリレー(２４Ｖ外部端子共)内蔵とする｡     －

○給湯用循環ポンプ  　

     －
 GWP －　1 １．基礎は( ○標準基礎　●井戸ボックス（詳細図参照）)とする｡

２．防水コード　　　80ｍとする。
○深井戸水中ポンプ

     －
 PHW － 　　　ｍｍφ　  　　/min　 　 ｍ

１．フート弁( ○要　○不要)　　口径(　65　) ｍｍφ

２．基礎は( ○標準基礎　○防振基礎)とする｡

３．押込圧力　　　　　ｍとする。
○渦巻きポンプ  　

　　　ｍｍφ　　　　㍑/min　 　 ｍ

○  エアータオル
○埋込形　○床置形　○壁掛型 ○ヒーター○風量切替（○無段階　○　　　段）

機　器　表

● グリーストラップ   GT －　1
ＦＲＰ製　地中埋設型　深部配管型　許容流入容量１０５Ｌ　阻集量３３ｋｇ　３槽式　ステンレス蓋共

1

10

 SWT －　1

 W P －

50　ｍｍφ　 300　㍑/min　72.2 ｍ

EF－18A

EF－15A

1 100EF－25B ●普通形　○圧力形　○天井埋込形 φ250 900 24.0 1 受水槽 ●ｼｬｯﾀ-(○風圧●電気○連動) ●ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(●ｽﾃﾝﾚｽ製○鋼板製) ●防虫網 ○保護ｶﾞｰﾄﾞ ○取付枠(○温度ｽｲｯﾁ本体ＳＵＳ　)

VD-18A2

VD-18A2

16．講堂★印空調機は、昇降式フィルター設置型とする

4

コース別教室（２）

コース別教室（３）

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形

－ ○冷房専用形　●ヒートポンプ形 屋内機GHP 2001 1 2003.6 4.0 天カセ２方向 9.0 0.015 0.083 34 34.036B 学生ラウンジ-16

25.020011 200天カセ４方向GHP 屋内機○冷房専用形　●ヒートポンプ形36A 3.6 4.0 13.0 0.056 0.033 30 2 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 

屋内機 200 200天カセ２方向 9.0 0.015 0.083 34.0341○冷房専用形　●ヒートポンプ形28B 2.8 3.2 1 1

屋内機 200 200天カセ２方向 9.0 0.015 0.083 34.0341○冷房専用形　●ヒートポンプ形－ 28B 2.8 3.2 1 廊下

GHP－
GHP

保健指導室

5

屋内機GHP 200 2001○冷房専用形　●ヒートポンプ形－ 122C 2.2 2.5 天カセ１方向 6.5 0.009 0.036 35 24.5 1

屋内機GHP 200 2001○冷房専用形　●ヒートポンプ形－ 122C 2.2 2.5 天カセ１方向 6.5 0.009 0.036 35 24.5 1

屋内機GHP 200 2001○冷房専用形　●ヒートポンプ形－ 122C 2.2 2.5 天カセ１方向 6.5 0.009 0.036 35 24.5 1

小会議室２

小会議室１

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

140

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 HEX － 50B φ200 500 １ 100140 0.275 49.0 68.0 2 コース別教室（３）系統

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 HEX － 50B φ200 500 １ 100140 0.275 49.0 68.0

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 HEX － 50B φ200 500 １ 100140 0.275 49.0 68.0

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 HEX － 50B φ200 500 １ 100140 0.275 49.0 68.0

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 HEX － 50B φ200 500 １ 100140 0.275 49.0 68.0

コース別教室（２）系統

コース別教室（１）系統1

一般教室－Ａ

一般教室－Ｂ

4

4

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100 49.0

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100

HEX － 35B

HEX － 35B

φ150

φ150

350

350 0.181

0.181145

145 44.0

70.0

70.0

図書室6

大会議室2

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057 学生自習室3

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057 3

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150 250HEX － 25A ●カセット　○天井隠ぺい 0.116 32.0 64.057

高校記念室1

学生談話室2

2

廊下4

学生ラウンジ－２

学生ラウンジ－１

－

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100●カセット　○天井隠ぺいHEX － 15A 135 － 0.043 31.0 60.0 1

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100●カセット　○天井隠ぺいHEX － 15A 135 － 0.043 31.0 60.0 1 小会議室（１）

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100●カセット　○天井隠ぺいHEX － 15A 135 － 0.043 31.0 60.0 1 小会議室（２）

φ150 135 保健指導室●全熱交換型　 ○同時給排気 ●カセット　○天井隠ぺいHEX － 25A １ 100 0.116 32.0 64.057 1

○カセット　●天井隠ぺい●全熱交換型　 ○同時給排気 １ 100φ150HEX － 25B 0.11575250 40.0 68.0 1 エントラスホール

φ100

φ100

φ100

4

天カセ１方向2.5屋内機 0.0360.0092.2 6.5 200 20022CGHP 1 1 1○冷房専用形　●ヒートポンプ形－ 24.535 ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

2



資
　
　
料
　
　
室

衛　　　　生　　　　器　　　　具　　　　表

消費電力

電　源

設　　置　　　場　　　所

洋 風 便 器

　
器具詳細

参　　考　　型　　番
名称 数

２　階１　階
電
　
源
　
必
　
要
　
箇
　
所

ＴＯＴＯ（参考型番）

52W ３ ８１９

ト
イ
レ（

　
女
　）

ト
イ
レ（

　
男
　）

多
 
目
 
的
 
ト
 
イ
 
レ

ト
イ
レ（

　
女
　）

ト
イ
レ（

　
男
　）

多
 
目
 
的
 
ト
 
イ
 
レ

２連ＳＵＳ紙巻器
２ ６

２　階

屋
　
　
外

便　　　所

掃除口付腰掛式フラッシュタンク便器　暖房便座共 CFS497BC,TCF116

○

○

○

○

○

　化　粧　鏡

洗　面　器

２手　す　り

小　便　器

手　す　り

手　す　り

化　粧　鏡

手　洗　器

手　洗　器

車椅子対応便器,自動バルブユニット

サイホンゼット式　２連棚付ＳＵＳ紙巻器

埋込み手洗器自動水栓式

壁掛形手洗器自動水栓式

可動形跳ね上げ式

Ｌ型固定式手すり

節水自動洗浄壁掛型,低リップセンサー一体タイプ

固定式小便器用手すり

C480AN,TEF75LNX
TCF4721V81PA
YH702,EWC283C

LSE570AP

LSE40AAPR

YM3580AC

T112HK7

T112CR11

脱落防止専用止金物使用

小便器下おだれタイル

T112CU2

AB655K

UFS800CE

１

１

１

１

１

１

５ ６

５ ６おだれタイル

１ １

L546U,TEN41AX楕円型単水栓自動洗浄洗面器 ３ ３ ３ ４

１１ １１４

洗面化粧台 洗面化粧台750型　化粧鏡（一面鏡）エコミラー LDSWA075BBXSW2,LMWA075A1GGC1G

多目的トイレ １

多目的トイレ １
UAD511ELB車椅子対応トイレパック

オストメイト UAS71LDB

１○

350*800

１

１

１

１

１

別途建築工事

マルチシンク 小型マルチシンク SK500,T200BSQ13,TL220D,T6PMR

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室

給
　
　
湯
　
　
室

保
 
健
 
指
 
導
 
室

１ １

洗　面　器 大型壁掛洗面器 L260C,TLNW31BEF １ ２３

PWSP74JW全自動洗濯機用防水パントラップ付 １

緊急遮断弁付２バルブ混合栓 TWAS20A1A １

１

１

３

小型マルチシンク SK500,TL220D,T6PMR

１

足　洗　器 １

１ サーモスタット付シャワー混合栓 TMN40STE

TKGG30EC３ シングルレバー混合栓

洗濯機パン １

１洗濯機用混合栓

散　　水　　栓 T28UNH13　　SUSボックス共５ ５

T200SNR13水　　栓 １ ホーム水栓

No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設事業

00 00 00

1/250
M-

器　具　表

004

１３

１１

１１

足洗器用混合水栓

流し用混合水栓

１　階



No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

既存建物（ＲＣ造４階建）

M-
Ａ２：1/50

ＪＩＳ　Ｋ　６７４２ＨＩＶＰ水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管屋外埋設上水管

拡管式継手は締忘れ防止機構付袋ナットタイプとする。

埋設部に設置するバルブは埋設用ゲート弁とする。

管端が解放された配管に設置するバルブはゲート弁とする。

ＪＩＳ　Ｇ　３４４８ＳＵＳ３０４一般配管用ステンレス鋼管上水管

備　　　　　　　　　　　　考規　　　格仕　　　　　　　　様名　　　称記　　号

一般配管用ステンレス鋼管

ピット内ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ硬質塩化ビニル管通気管

ピット内共ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ硬質塩化ビニル管埋設排水管

ピット内共ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ＳＧＰ－白配管用炭素鋼鋼管排水管　（高温排水）

ピット内共ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ硬質塩化ビニル管排水管

３００ｍｍを越える管はＶＵとする。ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ硬質塩化ビニル管屋外埋設排水管

一般配管用ステンレス鋼管

給湯管　（往管）

給湯管　（還管）

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

塩化ビニール外面被覆鋼管

配管用炭素鋼鋼管

ライニング管用は管端コアタイプとする

ライニング管用は管端コアタイプとする

消火管用はゲート弁とする。

５０Ａ以下

５０Ａ以下

６０Ａ以上

マンホール　桝リスト参照詳細図参照ため桝雑排水桝

マンホール　桝リスト参照詳細図参照ため桝雨水桝

マンホール　桝リスト参照詳細図参照汚水桝 掃除口桝

ＶＡ－２埋込型アルミ合金鋳物製通気金物 ＪＣＷ　２０５

ＪＩＳ　Ａ　４００２Ｔ３ＢＴ３ＡＰ形床排水トラップ　床排水金物

黄銅製ニッケルクロムめっき仕上げ床上掃除口 ＪＣＷ　２０３ＣＯＢＣＯＡ

器具表参照フラッシュ弁

器具表参照水栓

圧力計 １００Фブルドン管圧力計 ＪＩＳ　Ｂ　７５０５

フレキシブル継手 ２５以下３００Ｌ　　　３２以上５０以下５００Ｌ　　　６５以上１５０以下７５０Ｌとするステンレス製ベローズ形　鋼製フランジ付

合成ゴム製　鋼製フランジ付防振継手

ＢＯＸ　ＹＡＶＣＭＴ型不凍止水栓水抜き弁 Ｌ＝６００

ＪＩＳ　Ｂ　２０１１ＪＩＳ　１０Ｋ青銅製ねじ込み形逆止弁逆止弁

レバー式ロングネックＪＩＳ　１０Ｋ青銅製ねじ込み形ボール弁
ＢＶ

アルミ合金製　ギヤ式ＪＩＳ　Ｂ　２０３２ＪＩＳ　１０Ｋウエハー形ゴムシートバタフライ弁バタフライ弁

コーナーボルト工法ＪＩＳ　Ｇ　３３０２亜鉛鉄板製ダクト角ダクト

ＪＩＳ　Ｇ　３３０２鉄板製スパイラルダクト丸ダクト

ガスヒートポンプエアコン屋外機用ドレン管は配管用炭素綱鋼管（ＳＧＰ白）とする。ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ硬質塩化ビニル管ドレン管Ｄ

ＪＩＳ　Ｈ　３３００冷媒用被覆銅管冷媒管Ｒ

Ｇ ガス配管（一般配管）

Ｇ ピット内共ガス埋設配管 ＪＩＳ　Ｇ　３４６９

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 ＨＩＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７４２熱源水往管

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 ＨＩＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７４２熱源水還管

CHS

CHR

凡　　例

005

６５Ａ以下－拡管式継手　　７５Ａ以上－ハウジング形管継手又はフランジ接合
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１
ｍ
（
１
階
）

建
物
中
心
線

延
焼
ラ
イ
ン
１
ｍ
（
１
階
）

屋外階段

改修

ＯＡフロア

ＯＡフロア

ＯＡフロア

電気盤　4200\U+00D7600

フリースペースカウンセリング室

押入
1225\U+00D7900

ホール

30
00

30
00

（カルバート）

学生自習室

集中リモコン用制御線EM－CEE1.25－2C

集中リモコン用制御線EM－CEE1.25－2C×3set

集中リモコン用制御線EM－CEE1.25－2C×3set

集中リモコン用制御線EM－CEE1.25－2C×3set

×3 ×3

×
3

×
3

×3

2000 2000

4000

2000 2000

4000

備
蓄

倉
庫

学
生

駐
輪

場
改

築
（

４
０

台
）

職員駐車場（１９台）

11 12 13 14 15 16 17 18 19
ゴミ庫

（移設） （移設）

ゴミ庫

109871 2 3 4 5 6

キュービクル

ポンプ室

平面図（自動制御）
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No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設事業

00 00 00

M-
1/200

ＲＣ

リモコンスイッチ

ＲＣ

リモコンスイッチ 集中リモコン（装置付属品） （装置付属品）

屋外機

3.屋内外渡り配線は冷媒管共巻きとする。（本工事）

制御項目
1.リモコンスイッチ配線工事・・・・・本工事（配管は電気工事）

4.集中リモコン工事（本工事）

ＲＣ

リモコンスイッチ

ＲＣ

リモコンスイッチ 集中リモコン（装置付属品） （装置付属品）

屋外機

3.屋内外渡り配線は冷媒管共巻きとする。（本工事）

制御項目
1.リモコンスイッチ配線工事・・・・・本工事（配管は電気工事）

4.集中リモコン工事（本工事）

２　ＧＨＰスイッチ渡り配線工事

ＲＣ

リモコンスイッチ

冷媒管共巻き

ＲＣ

リモコンスイッチ
（装置付属品）（装置付属品）

屋外機

GHP-90AGHP-80AGHP-80AGHP-36B

制御項目

SC

1.SC（メーカー付属リモコン）の取付、

2.SC取付用裏BOX及び壁立上り配管工事は
別途電気工事とする

PF22-配管（別途電気工事）
EM-CEE2　-6C（電気工事）

リモコン制御線工事は別途電気工事。

3.SC（メーカー付属リモコン）は電気工事に支給

３　全熱交換器発停制御 ４　消火ポンプ廻り制御

消火栓ポンプ制御盤

4P

電気警報盤
EM-CPEE-0.9-5P（配線・配管電気工事）

１　ＧＧＨＰスイッチ渡り配線工事

GGHP-450

GGHP-56A GGHP-56A GGHP-45B GGHP-45B

2.屋外機電源供給工事は電気工事

制御線EM-CEE1.25-2C
電源線EM-EEF2-3C

冷媒管共巻き

GHP-850,1120,450

冷媒管共巻き 制御線EM-CEE1.25-2C
電源線EM-EEF2-3C

GHP-56A GHP-56A GHP-28B GHP-45A

GHP-710,710

2.屋外機電源供給工事は電気工事

5.配線は、空調機メーカー仕様による5.配線は、空調機メーカー仕様による

計装図（自動制御）

５　受水槽廻り制御

M

RR

5P 3P 5P 3P

定水位弁

水

ポンプユニット警報

上下限警報

（電気工事）

ポンプユニット

制御項目
1.受水槽水位制御（定水位弁,電磁弁制御）

2.受水槽水位監視

3.ポンプ空転防止制御

4.ポンプ故障監視
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No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

M-
Ａ２：1/50

空調負荷補正選定表－１

出 先 冷 暖 房 用 空 調 機 選 定 表

室　　　名

小会議室（2）       

高校記念室          

大会議室            

保健指導室          

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室          

学生談話室          

学生自習室          

小会議室（1）       

エントランスホール  

廊下                

計

屋外機能力

経年係数

能力補正係数

室内吸込空気温度

室内吸込空気温度補正係数

各室内機の必要冷暖房能力の算出

補正値＝負荷計算値×経年係数×能力補正係数

冷房

９時

※

1,739 

 

3,716 

 

8,376 

 

2,109 

 

1,311 

 

7,175 

 

7,400 

 

1,261 

 

4,620 

 

9,994 

 

47,701 

時刻別負荷の合計の最大値×経年係数
×能力補正係数/温度補正値/管長高低差

１２時

 

1,316 

 

4,082 

 

9,084 

 

2,395 

 

1,478 

 

7,719 

 

8,016 

 

1,456 

 

5,256 

 

11,961 

 

52,763 

１４時

 

1,354 

※

4,176 

※

9,290 

※

2,476 

※

1,528 

※

7,878 

※

8,197 

※

1,512 

※

5,466 

※

12,565 

※

54,442 

 

 

 

１６時

 

1,316 

 

4,077 

 

9,102 

 

2,405 

 

1,497 

 

7,743 

 

8,030 

 

1,462 

 

5,260 

 

11,833 

 

52,725 

 

最大値

補正値

1,739 

1,918 

4,176 

4,605 

9,290 

10,243 

2,476 

2,730 

1,528 

1,685 

7,878 

8,686 

8,197 

9,038 

1,512 

1,667 

5,466 

6,027 

12,565 

13,853 

54,442 

75,640 

 

暖房

計算値

補正値

993 

1,095 

2,985 

3,291 

5,693 

6,277 

2,055 

2,266 

1,251 

1,379 

4,569 

5,037 

4,986 

5,497 

1,309 

1,443 

4,855 

5,353 

12,895 

14,217 

41,591 

48,250 

冷　房

1.05

1.05

26

0.97

屋内外機選定

室内機出力＝能力計×室内吸込空気温度補正係数

室内機配分出力＝（室内機出力／室内機出力合計）×屋外機出力

形番

2.2

5.0

5.6

2.8

2.2

4.5

5.0

2.2

3.6

2.8

85.0

暖　房

1.05

1.05

22

0.96

定格冷房能力

定格暖房能力

2.2

2.5

5.0

5.6

5.6

6.3

2.8

3.2

2.2

2.5

4.5

5.0

5.0

5.6

2.2

2.5

3.6

4.0

2.8

3.2

85.0

95.0

ＧＨＰ-1

設置形式

CK-1

CK-4

CK-4

CK-2

CK-1

CK-4

CK-4

CK-1

CK-4

CK-2

外気温度補正値

高低差

冷媒管長

冷媒管長・高低差補正値

台数

1 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

5 

1 

系統

 

冷房能力

暖房能力

2.2 

2.5 

5.0 

5.6 

11.2 

12.6 

2.8 

3.2 

2.2 

2.5 

9.0 

10.0 

10.0 

11.2 

2.2 

2.5 

7.2 

8.0 

14.0 

16.0 

14 

16 

85.0 

95.0 

屋外機が上

(仮称)大月短期大学校舎改築工事

冷房出力

暖房出力

2.2 

2.4 

4.9 

5.4 

10.9 

12.1 

2.8 

3.1 

2.2 

2.4 

8.8 

9.6 

9.7 

10.8 

2.2 

2.4 

7.0 

7.7 

13.6 

15.4 

64.3 

71.3 

67.0 

90.0 

 

70ｍ

 

配分冷房出力

配分暖房出力

2.0 

3.0 

5.0 

7.0 

11.0 

15.0 

3.0 

4.0 

2.0 

3.0 

9.0 

12.0 

10.0 

14.0 

2.0 

3.0 

7.0 

10.0 

14.0 

19.0 

 

屋外機が下

 

室内機の出力の合計が屋外機の出力よりも
大きかった場合

各室内機の必要冷暖房能力≦
各室内機に配分される冷暖房出力

1.9 

1.1 

4.6 

3.3 

10.2 

6.3 

2.7 

2.3 

1.7 

1.4 

8.7 

5.0 

9.0 

5.5 

1.7 

1.4 

6.0 

5.4 

13.9 

14.2 

室内機の出力の合計と屋外機の出力の比較

64.3 

71.3 

 

4ｍ

 

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

<

<

冷　房

0.99

0.80 

2.0 

3.0 

5.0 

7.0 

11.0 

15.0 

3.0 

4.0 

2.0 

3.0 

9.0 

12.0 

10.0 

14.0 

2.0 

3.0 

7.0 

10.0 

14.0 

19.0 

67.0 

90.0 

暖　房

1

0.95 

単位＝Ｗ

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK
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出 先 冷 暖 房 用 空 調 機 選 定 表

室　　　名

講堂                

学生ラウンジ－２　  

　

　

　

　

　

計

屋外機能力

経年係数

能力補正係数

室内吸込空気温度

室内吸込空気温度補正係数

各室内機の必要冷暖房能力の算出

補正値＝負荷計算値×経年係数×能力補正係数

冷房

９時

 

61,871 

 

6,944 

 

 

 

 

 

 

 

68,815 

時刻別負荷の合計の最大値×経年係数
×能力補正係数/温度補正値/管長高低差

１２時

 

65,740 

 

8,434 

 

 

 

 

 

 

 

74,174 

１４時

※

67,296 

 

16,460 

 

 

 

 

 

 

 

83,756 

 

 

 

１６時

 

66,903 

※

18,723 

 

 

 

 

 

 

※

85,626 

 

最大値

補正値

67,296 

74,194 

18,723 

20,642 

 

 

 

85,626 

106,660 

 

暖房

計算値

補正値

23,792 

26,231 

7,126 

7,857 

 

 

 

 

30,918 

34,980 

冷　房

1.05

1.05

26

0.97

屋内外機選定

室内機出力＝能力計×室内吸込空気温度補正係数

室内機配分出力＝（室内機出力／室内機出力合計）×屋外機出力

形番

9.0

5.6

56.0

暖　房

1.05

1.05

22

0.96

定格冷房能力

定格暖房能力

9.0

10.0

5.6

6.3

56.0

63.0

ＧＨＰ-2-1

設置形式

CK-4

CK-2

外気温度補正値

高低差

冷媒管長

冷媒管長・高低差補正値

系統

台数

9 

4 

2 

 

冷房能力

暖房能力

81.0 

90.0 

22 

25 

112.0 

126.0 

屋外機が上

(仮称)大月短期大学校舎改築工事

冷房出力

暖房出力

78.6 

86.4 

21.7 

24.2 

100.3 

110.6 

99.0 

123.0 

 

40ｍ

 

配分冷房出力

配分暖房出力

78.0 

96.0 

21.0 

27.0 

 

屋外機が下

 

室内機の出力の合計が屋外機の出力よりも
大きかった場合

各室内機の必要冷暖房能力≦
各室内機に配分される冷暖房出力

74.2 

26.2 

20.7 

7.9 

室内機の出力の合計と屋外機の出力の比較

100.3 

110.6 

 

10.25ｍ

 

≦

≦

≦

≦

<

<

冷　房

0.99

0.89 

78.0 

96.0 

21.0 

27.0 

99.0 

123.0 

暖　房

1

0.97 

単位＝Ｗ

OK

OK

OK

OK

OK

OK



No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

M-
Ａ２：1/50

空調負荷補正選定表－２

出 先 冷 暖 房 用 空 調 機 選 定 表

室　　　名

計

屋外機能力

経年係数

能力補正係数

室内吸込空気温度

室内吸込空気温度補正係数

各室内機の必要冷暖房能力の算出

補正値＝負荷計算値×経年係数×能力補正係数

冷房

９時

 

 

24,572 

時刻別負荷の合計の最大値×経年係数
×能力補正係数/温度補正値/管長高低差

１２時

 

 

26,839 

１４時

※

27,733 

　

　

　

１６時

 

 

27,467 

　

最大値

補正値

27,733 

34,660 

　

暖房

計算値

補正値

13,724 

15,540 

冷　房

1.05

1.05

26

0.97

屋内外機選定

室内機出力＝能力計×室内吸込空気温度補正係数

室内機配分出力＝（室内機出力／室内機出力合計）×屋外機出力

形番

45.0

暖　房

1.05

1.05

22

0.96

定格冷房能力

定格暖房能力

45.0

50.0

ＧＨＰ-2-2

設置形式

外気温度補正値

高低差

冷媒管長

冷媒管長・高低差補正値

系統

台数

1 

　

冷房能力

暖房能力

45.0 

50.0 

屋外機が上

(仮称)大月短期大学校舎改築工事

冷房出力

暖房出力

40.0 

49.0 

　

41ｍ

　

配分冷房出力

配分暖房出力

　

　

室内機の出力の合計が屋外機の出力よりも
大きかった場合

各室内機の必要冷暖房能力≦
各室内機に配分される冷暖房出力

室内機の出力の合計と屋外機の出力の比較

　

10.25ｍ

　

<

<

冷　房

0.99

0.89 

40.0 

49.0 

暖　房

1

0.97 

単位＝Ｗ

OK

OK

 

11,997 

 

11,936 

 

13,062 

 

13,027 

※

13,479 

※

13,467 

 

13,355 

 

13,340 

13,479 

14,861 

13,467 

14,848 

6,508 

7,175 

6,585 

7,260 

8.0

8.0

8.0

9.0

8.0

9.0

CK-4

CK-4

2 

2 

16 

18 

16 

18 

15.5 

17.3 

15.5 

17.3 

19.0 

23.0 

19.0 

23.0 

14.9 

7.2 

14.9 

7.3 

≦

≦

≦

≦

19.0 

23.0 

19.0 

23.0 

OK

OK

OK

OK

屋外機が下

31.0

31.0

34.6

34.6

コース別教室（３）　

コース別教室（２）　

出 先 冷 暖 房 用 空 調 機 選 定 表

室　　　名

コース別教室（１）　

学生ラウンジ－１    

計

屋外機能力

経年係数

能力補正係数

室内吸込空気温度

室内吸込空気温度補正係数

各室内機の必要冷暖房能力の算出

補正値＝負荷計算値×経年係数×能力補正係数

冷房

９時

 

7,090 

 

12,113 

 

25,562 

時刻別負荷の合計の最大値×経年係数
×能力補正係数/温度補正値/管長高低差

１２時

 

8,069 

※

18,251 

 

33,353 

１４時

 

11,671 

 

16,466 

※

35,438 

　

　

　

１６時

※

13,505 

 

13,510 

 

34,241 

　

最大値

補正値

13,505 

14,890 

18,251 

20,122 

35,438 

53,120 

　

暖房

計算値

補正値

5,390 

5,943 

11,881 

13,099 

21,216 

25,030 

冷　房

1.05

1.05

26

0.97

屋内外機選定

室内機出力＝能力計×室内吸込空気温度補正係数

室内機配分出力＝（室内機出力／室内機出力合計）×屋外機出力

形番

8.0

3.6

71.0

暖　房

1.05

1.05

22

0.96

定格冷房能力

定格暖房能力

8.0

9.0

3.6

4.0

71.0

80.0

ＧＨＰ-3-1

設置形式

CK-4

CK-2

外気温度補正値

高低差

冷媒管長

冷媒管長・高低差補正値

系統

台数

2 

6 

1 

　

冷房能力

暖房能力

16 

18 

22 

24 

71.0 

80.0 

屋外機が上

(仮称)大月短期大学校舎改築工事

冷房出力

暖房出力

15.5 

17.3 

21.0 

23.0 

52.0 

75.0 

　

90ｍ

　

配分冷房出力

配分暖房出力

18.0 

26.0 

24.0 

35.0 

　

屋外機が下

　

室内機の出力の合計が屋外機の出力よりも
大きかった場合

各室内機の必要冷暖房能力≦
各室内機に配分される冷暖房出力

14.9 

6.0 

20.2 

13.1 

室内機の出力の合計と屋外機の出力の比較

　

7.5ｍ

　

≦

≦

≦

≦

<

<

冷　房

0.99

0.74 

18.0 

26.0 

24.0 

35.0 

52.0 

75.0 

暖　房

1

0.93 

単位＝Ｗ

OK

OK

OK

OK

OK

OK

36.5

40.3

40.3

36.5
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No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

M-
Ａ２：1/50

空調負荷補正選定表－３

出 先 冷 暖 房 用 空 調 機 選 定 表

室　　　名

一般教室Ｂ          

一般教室Ａ          

計

屋外機能力

経年係数

能力補正係数

室内吸込空気温度

室内吸込空気温度補正係数

各室内機の必要冷暖房能力の算出

補正値＝負荷計算値×経年係数×能力補正係数

冷房

９時

 

20,295 

 

20,295 

 

40,590 

時刻別負荷の合計の最大値×経年係数
×能力補正係数/温度補正値/管長高低差

１２時

 

22,009 

 

22,009 

 

44,018 

１４時

※

22,703 

※

22,703 

※

45,406 

　

　

　

１６時

 

22,504 

 

22,504 

 

45,008 

　

最大値

補正値

22,703 

25,031 

22,703 

25,031 

45,406 

65,420 

　

暖房

計算値

補正値

10,531 

11,611 

10,531 

11,611 

21,062 

24,640 

冷　房

1.05

1.05

26

0.97

屋内外機選定

室内機出力＝能力計×室内吸込空気温度補正係数

室内機配分出力＝（室内機出力／室内機出力合計）×屋外機出力

形番

9.0

9.0

71.0

暖　房

1.05

1.05

22

0.96

定格冷房能力

定格暖房能力

9.0

10.0

9.0

10.0

71.0

80.0

ＧＨＰ-3-2

設置形式

CK-4

CK-4

外気温度補正値

高低差

冷媒管長

冷媒管長・高低差補正値

系統

台数

3 

3 

1 

　

冷房能力

暖房能力

27.0 

30.0 

27 

30 

71.0 

80.0 

屋外機が上

(仮称)大月短期大学校舎改築工事

冷房出力

暖房出力

26.2 

28.8 

26.2 

28.8 

52.4 

57.6 

54.0 

75.0 

　

80ｍ

　

配分冷房出力

配分暖房出力

27.0 

38.0 

27.0 

38.0 

　

屋外機が下

　

室内機の出力の合計が屋外機の出力よりも
大きかった場合

各室内機の必要冷暖房能力≦
各室内機に配分される冷暖房出力

25.0 

11.6 

25.1 

11.7 

室内機の出力の合計と屋外機の出力の比較

52.4 

57.6 

　

7.5ｍ

　

≦

≦

≦

≦

<

<

冷　房

0.99

0.77 

27.0 

38.0 

27.0 

38.0 

54.0 

75.0 

暖　房

1

0.94 

単位＝Ｗ

OK

OK

OK

OK

OK

OK
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No,
図面名称

工事名称

縮   尺

設計年月日

承  認 設  計 担  当

綜 合 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所  登 録（梨）第１－24366 号

一 級 建 築 士    登 録      第   110879 号     小 林    一

大月短期大学新校舎建設工事

00 00 00

M-
Ａ２：1/50

掃除口桝（塩ビ桝）施工
ＹＶ－１８ ＹＶ－１９ ＹＶ－２０ ＹＶ－４２ ＹＶ－４３ ＹＶ－４４

１５０ １５０ １５０ １００１００１００
ＵＴＷ ９０ＬＵＴ－Ｙ ９０ＹＷ ４５Ｙ ９０Ｙ

１００ １００ １００ １００①　クラッシャランは、再生材とする。 １００ １００ １００ １００ １００ １００

１００１００
１００②　桝本体下部の基礎板は、コンクリート板、若しくは再生プラスチック製台座を使用する。

１００７５ ７５７５ ７５ ７５７５

③　舗装工事など桝本体に外圧が加わる恐れがある箇所には、立ち上げ管より１サイズアップした保護管（３００Ｈ）を設ける。
１００

　　但し、立ち上げ口径３００φの場合は保護管を使用しない。 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
ＣＸＳＵ．ＣＸＵＳ．ＣＸＳＳ ＣＸＳＵ．ＣＸＵＳ．ＣＸＳＳ ＣＸＳＵ．ＣＸＵＳ．ＣＸＳＳ １００インバート継手

１００１００勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ １００インバート継手 １００インバート継手．ＣＸＵＵ ．ＣＸＵＵ ．ＣＸＵＵ ＣＯＬＬ　１００④　掃除口桝に接続される排水管、立ち上げ管、保護管は全てＶＵとする。
トラップ回転角度７５° トラップ回転角度７５° ＣＯ４５ＬＬ　１００ＣＯＹ　１００ ＣＯＬＴ　１００　　　１００ｘ７５－１５０ 　　　１００ｘ７５－１５０ 　　　１００ｘ７５－１５０

⑤　掃除口桝と排水管の放流側接続には、ＶＰ変換ソケットを用いる。（市販品使用）
ＭＸ－ＵＴ－Ｙ１００×７５Ｓ×７５－１５０ ＭＸ－９０ＹＷ１００×７５－１５０ ＭＸ－ＵＴＷ１００×７５Ｓ－１５０ Ｍ－４５Ｙ１００－１００ Ｍ－９０Ｙ１００－１００ Ｍ－４５（９０）Ｌ１００－１００

　　但し、トラップ桝への接続及び掃除口桝に接続される配管口径５０φの場合は、ＶＰ変換ソケットは使用しない。
ＹＶ－２１ ＹＶ－２２ ＹＶ－２３ ＹＶ－４５ ＹＶ－４６ ＹＶ－４７⑥　ＰＣ口環ナシの掃除口（キャップ）は、メスミカゲ（ワンタッチ式ドライバータイプ）を用いる。但し、立ち上げ管径３００φの場合はオスミカゲとする。

２００
１５０ １５０ ２００ ２００１５０

９０Ｌ－Ｙ ９０Ｌ－Ｙ ＳＴ⑦　立ち上げ管径３００φでＰＣ口環仕上げとした場合は、防臭蓋（硬質塩化ビニール製内蓋）を用いる。 ４５Ｌ９０Ｌ４５ＹＳ
１００ １００１００ １００１００ １００

１００ １００ １００１００ １００ １００ ２００⑧　ＰＣ口環の形状は、丸形（外形６００φ）とする。
１００７５ １００

⑨　マンホールの外形寸法は、立ち上げ管径１００～２００φが３００φとし、立ち上げ管径３００φが４５０φとする。

⑩　立ち上げ管が長くアスファルト舗装等を行うことによって桝本体に外圧が加わるような恐れのある場合には、途中にＤ
左 右 左 右 左 右 左 右 兼 左 右 兼

１００（ＣＸＨＭ　１００×１５０） （ＣＸＹＳ　１００ｘ１５０）勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ＣＯＬＬ　１００－２００　　Ｖ継手を用いる。 （ＣＸＬＳ　１００ｘ７５
ＣＯ４５ＬＬ　１００－２００ ＣＯＳＴ　１００－２００本管側３０ｍｍ段差付　　　　　　　　　－１５０）

⑪　排水主管が７５φとなる掃除口は、使用しない。レジューサ等を用いて１００φサイズアップする。
ＭＸ－９０Ｌ－Ｙ１００×７５－１５０ ＭＭ－ＭＹ１００－１５０ ＭＸ－４５ＹＳ１００－１５０ Ｍ－９０Ｌ１００－２００ Ｍ－４５Ｌ１００－２００ Ｍ－ＳＴ１００－２００

⑫　放流深度が１,５００Ｈを超える場合には、桝本体の立ち上げ管径を３００φとしＰＣ口環を使用する。

ＹＶ－２４ ＹＶ－２５ ＹＶ－２６ ＹＶ－４８ ＹＶ－４９ ＹＶ－５０⑬　掃除口桝は、原則として放流深度３,５００Ｈまでとする。
３００

１５０ １００１５０ ３００１５０

４５Ｌ ４５ＬＳＴ４５Ｙ ９０Ｙ
１２５ １００１２５ １００１２５ １２５ １５０

１００

１２５ １００１２５ １００１００
１２５

左 右 左 右 左 右 兼 左 右

勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ＣＯ４５ＬＬ　１２５－１５０ＣＯＹ　１２５ｘ１００

ＣＯＬＴ　１２５－１５０　　２４ｍｍ段差付　　　　　　　　　　－１５０

ＧＬ Ｍ－４５Ｙ１２５×１００－１５０ Ｍ－９０Ｙ１２５－１５０ Ｍ－４５Ｌ１２５－１５０ Ｍ－ＤＲ１００－１５０ Ｍ－ＳＴ１００－３００ Ｍ－４５Ｌ１００－３００

ＹＶ－２７ ＹＶ－２８ ＹＶ－２９ ＹＶ－５１ ＹＶ－５２ ＹＶ－５３
安全荷重

口環仕様 通行車両 営繕課の運用 １５０ １５０ ３００１５０ ３００ ３００破壊荷重
ＳＴ ９０Ｌ ４５ＹＳ ９０Ｙ９０Ｌ ９０Ｙ １５０ １５０１２５ １００１２５ １００ １００ １００

１２５ １００１２５ １００ １００
１００１１㌧貨物 １５０空隙

５０ｋＮＭＨＤ 大型バス程度通行箇所ダンプ
（重荷重型） ２００ｋＮ

左 右
左 右 兼 左 右 左 右 左 右

勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ＣＯＬＴ　１５０大型バス
ＣＯＳＴ　１２５－１５０ＣＯＬＬ　１２５－１５０ 本管側３０ｍｍ段差付

４㌧貨物
マイクロバス、 Ｍ－９０Ｌ１２５－１５０ Ｍ－ＳＴ１２５－１５０ Ｍ－９０Ｙ１５０－１５０ Ｍ－９０Ｌ１００－３００ Ｍ－４５ＹＳ１００－３００ Ｍ－９０Ｙ１００－３００

１５ｋＮＭＨＡ
マイクロバス 普通乗用車

（中荷重型） ６０ｋＮ サンドクッション
　　　程度通行箇所

救急車

ＶＰ
普通乗用車

サンドクッション５ｋＮＭＨＢ 歩行部分１㌧貨物
（軽荷重型） ２０ｋＮ

ＹＶ－３０ ＹＶ－３１ ＹＶ－３２ ＹＶ－５４ ＹＶ－５５ ＹＶ－５６
口環ナシ 植裁帯、

１００ ３００ ３００
１５０ １５０１５０（歩行用） 駐在所等周囲箇所

４５Ｌ ＤＲＳ９０Ｌ ＳＴ ＳＴ４５Ｙ
１５０ １００ １２５１５０ １５０ １５０

３００［舗装部分］［植栽部分］
１５０ １５０１５０ １５０ １５０ １００１５０

ＰＣ口環の使用箇所別の仕様 掃除口桝（塩ビ桝）施工要領図
左 右 左 右 兼 左 右 兼１５０１５０

勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：２／１００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ＣＯＬＬ　１５０

ＣＯ４５ＬＬ　１５０ＣＯＹ　１５０

Ｍ－４５Ｙ１５０－１５０ Ｍ－９０Ｌ１５０－１５０ Ｍ－４５Ｌ１５０－１５０ ＫＭ－ＤＲＳ１００Ｓ×１００－３００ Ｍ－ＳＴ１５０×１００－３００ Ｍ－ＳＴ１５０×１２５－３００

桝型番 ＹＶ－０１ ＹＶ－０２ ＹＶ－０９ ＹＶ－１０ ＹＶ－１１ ＹＶ－３３ ＹＶ－３４ ＹＶ－３５ ＹＶ－５７ ＹＶ－５８ ＹＶ－５９

１５０ １５０ ３００
１５０ ２００ ２００ ３００ ３００１５０ １００４５ＷＹＳ ＵＴＫＳＴＨ ＳＴ ４５Ｌ ９０Ｌ９０Ｌ ＳＴ４５ＹＳ ９０Ｙ ９０Ｙ１５０１５０１００ １００ １５０ １５０１００ １００ １５０ １５０１００ １２５１００ １２５

１００ 　７５１００１００
１２５ １５０ １５０１２５ １５０ １５０１００

ＬＢー７５
７５ １２５

１００

桝姿図
左 右

左 右 左 右 左 右 左 右 兼 左 右
ＣＯＵＫ受け　１００ｘ７５

勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ＣＯＬＬ　１２５－２００ＣＯＴ　１００－１５０

ＣＯＹＳ　１００－１５０ ＣＯＬＴ１００ｘ７５－１５０ ＣＯＹＷ　１００－１５０ ＣＯＳＴ　１５０ ＣＯＬＴ　１２５－２００本管側３０ｍｍ段差付 本管側３０ｍｍ段差付 トラップ回転角度１２０°　　　　　　　　－ＬＢ７５

参考型番 Ｍ－４５ＹＳ－Ｈ１００－１５０ Ｍ－９０Ｙ１００＊７５－１５０ Ｍ－ＳＴＨ１００－１５０ＬＢ７５ Ｍ－４５ＷＹＳ１００－１５０ Ｍ－ＵＴＫ１００×７５Ｓ－１５０－Ｂ Ｍ－ＳＴ１５０－１５０ Ｍ－９０Ｙ１２５－２００ Ｍ－９０Ｌ１２５－２００ Ｍ－ＳＴ１５０－３００ Ｍ－４５Ｌ１５０－３００ Ｍ－９０Ｌ１５０－３００

ＹＶ－０３ ＹＶ－０４ ＹＶ－０５ ＹＶ－１２ ＹＶ－１３ ＹＶ－１４ ＹＶ－３６ ＹＶ－３７ ＹＶ－３８ ＹＶ－６０ ＹＶ－６１ ＹＶ－６２

１５０ ２００１５０ ２００ ３００１５０ １５０ ２００ ３００
ＵＴＫ ＵＴＫ ＵＴ ＳＴ４５Ｌ ４５Ｌ ４５Ｙ ９０Ｙ９０Ｌ９０Ｙ ９０Ｙ１５０１５０１００ １００ １００ １２５ １５０１００ １２５ １５０１５０ １５０１５０ １５０

　５０ １００１００ １００
１００ １００ １２５１００ １００ １２５ １５０

１５０ １００
１００

左 右 左 右 兼 左 右 兼 左 右 兼 左 右 兼 左 右 左 右 左 右

ＣＯＵＴ受け　１００ｘ７５勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.７５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：２／１００ＣＯＵＫ受け　１００ＣＯＵＫ受け　１００ｘ５０

ＣＯ４５ＬＬ　１２５－２００ ＣＯＳＴ　１２５－２００ＣＯＬＬ　１００－１５０ ＣＯ４５ＬＬ　１００－１５０ＣＯＬＴ　１００－１５０ ＣＯＬＴ　１５０－２００トラップ回転角度１７５° トラップ回転角度１８０° トラップ回転角度１５０°　　　　　　　　　－１５０　　　　　　　　　－１５０

Ｍ－９０Ｙ１００－１５０ Ｍ－９０Ｌ１００－１５０ Ｍ－４５Ｌ１００－１５０ Ｍ－ＵＴＫ１００×５０Ｓ－１５０ Ｍ－ＵＴＫ１００×１００Ｓ－１５０ Ｍ－ＵＴ１００×７５Ｓ－１５０ Ｍ４５Ｌ１２５－２００ Ｍ－ＳＴ１２５－２００ Ｍ－９０Ｙ１５０－２００ Ｍ－４５Ｙ１５０－３００ Ｍ－９０Ｙ１５０×１００－３００

ＹＶ－０６ ＹＶ－０７ ＹＶ－０８ ＹＶ－１５ ＹＶ－１６ ＹＶ－１７ ＹＶ－３９ ＹＶ－４０ ＹＶ－４１ ＹＶ－６３ ＹＶ－６４ ＹＶ－６５

１５０１５０ １５０ １５０ １５０ ２００
１５０ ２００ ２００

ＵＴ ＵＴＳＴＨ ＳＴ２２１／２Ｌ ４５ＬＳＴ ９０ＬＹ－ＵＴ
１００ １００ １００ １００ １００ １５０１００ １００ １００ １００ １００ １５０

１５０ １５０１００ １５０ １５０１００ ２００
１５０

　５０ ７５７５
１００

左 右 兼 左 右 兼 左 右 左 右 左 右 兼 左 右 兼ＣＯＴ　１００－１５０ ＣＸＳＵ．ＣＸＵＳ．ＣＸＳＳ（ＣＯ２２.５ＬＬ　１００ ＣＯＵＴ受け　１００ｘ５０ １５０
勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：２／１００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００ 勾配：１.５／ １００－１５０） ．ＣＸＵＵ ＣＯＬＬ　１５０－２００ＣＯＵＴ受け　１００　　　　　　　　　－１５０

ＣＯ４５ＬＬ　１５０－２００ ＣＯＳＴ　１５０－２００

1
,4

85

4,384

3,026

防護蓋　（WPH-30）

台座　（TW-30）

ＣＯＳＴ　１００－１５０ トラップ回転角度１７０° トラップ回転角度１７０° トラップ回転角度７５°　　　１００ｘ７５－１５０　　　　　　　　　－１５０

Ｍ－２２．５Ｌ１００－１５０

クラッシャラン（再生材）

アスファルト舗装（車道部分）

防臭蓋

ＰＣ口環＋マンホール

3
54

1,
76

8
7
07

Ｍ－ＳＴ１００－１５０

70
7

1
,0
6
1

1,
06
1

2,
1
21

ＶＰ変換ソケット（下流側のみ） クラッシャラン（再生材）基礎板

掃除口桝本体

保護管（３００Ｈ）

空隙

Ｍ－ＳＴＨ１００－１５０ Ｍ－ＵＴ１００×５０Ｓ－１５０ Ｍ－ＵＴ１００×１００Ｓ－１５０ ＭＸ－Ｙ－ＵＴ１００×７５Ｓ－１５０ Ｍ－９０Ｌ１５０－２００ Ｍ－４５Ｌ１５０－２００ Ｍ－ＳＴ１５０－２００

山梨県総務部営繕課監修

∮

掃除口桝（塩ビ桝）標準図
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